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もの， (2)式は爆瑳毎に塵力の減少する置も同様に P/Rに比例すると.し (3)式ほ爆費毎
の栓抵抗の減少量は Pにも R にも比例すると想定したものである。之君?とくと (2)，(3)
から
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に入れると aPol Ro=0.99， cPo-b/ Ro=1 161 ~1.64 X1 0-2 
1939年12月4日に調査し1-こ自記記録から
(ーが 125 -P p -7万)J75K=1×101と問、ら， dt=1×103Kとなるo Kは械で
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最大値 lである。阿蘇問敏泉管の主活動源は約 50米の深所附近であるから，P"は大約 5
気墜とみて差支無い。 R" も略閉じ{立の水桂塵とみてよいとすると，Ro=5 となる。今
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であるから火山抽出物の量 dM/dfは-dR/dlに比例する。依て (15)式そ案余るに噴出









てゐる事が確認される。本期の基本開係式も前同様次の如く考へる。 ~p ち n を開口;後の爆
費回数とし
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の噴騰に於Lft a.P，， /R，，=は故に円 4，噴騰最盛時の塵力測定から~-';It )同=
61.K ~;6~~ (千均値)と得た(阿蘇間敏泉続報57頁〉。前の場合と同様 K71をとると s/Rτ=
1.64X10-2， s-2.95X10一九又(ぬ/dl)tヱ0=5 と諌んTごから，s/Rτ=yP，=1.99XI0-2従
て yPτ=0.96XI0一九 y=2.1XI0-~ となるので
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1'max : Vmsx = ， . 11: 11，ノ JV
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気E 火 ロ 関口期 16.45cos (2tー 143.3) 噴出期 10.07cos (2t-288.4) 
第 一 火 口 噴出期 10.94cos (2t-81.7) 噴出期 3.51cos (2t-33.7) 

































しうるならば“火山爆費頻度の平方の逆数は時間 f r~比例する " と云ひうるし 叉 t=
←与でTτてD三 τに於て開口期終了と云ひうるふ之は園式叉は計算に依って算出出来
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